
 

 

児童の実態差はあるものの、今後も児童の関心のある題材を単元に取り入れたり、単元

を計画する中で自分事として捉えられるような活動内容を設定したりして、さらに自分で

選択したり、考えたことを自分なりに表現したりできる授業作りを行っていきたい。 

 

((２２))  中中学学部部  生生活活単単元元学学習習「「中中１１工工房房ででみみんんななののたためめにに製製品品ををつつくくろろうう！！」」  

中学部には各学年６名、計 18 名の生徒が在籍している。生活の自立に向けた基本的な態

度や習慣の確立を図り、集団生活への適応能力を高め、社会生活や職業生活に必要な基本

的な習慣や技能を習得する事を目標に、小学部や小学校で身につけた基本的な力を高めて、

高等部へつなげるよう日々の学習に取り組んでいる。学年だけでなく、学部や、高等部と

の縦割り等学習集団の編成を工夫し、集団参加の場面に変化をつけながら授業を仕組んで

いる。今年度、中学部の研究を進めるにあたって、初めに各学年で生徒の「思考力・判断力・

表現力」を育成していくうえで課題に感じているところや、昨年のグループ研究から感じた課

題について検討を行った。「気持ちの表出方法」「話合い活動をどう行うか」「話合い経験の

少なさ」「めあての示し方」「教科の目標と生活単元学習としての狙いの設定の仕方」等の課

題が挙げられた。その中でもコミュニケーションと話合い活動についての議論が深まり、今年

度は話合い活動を中心にして「思考力・判断力・表現力」を引き出す授業作りの実践研究に取

り組んでいくこととした。 

話合い活動の充実を図っていくにあたって、話合いが成り立つまでには、「自分の思いをも

つ→表現する→相手の意見を聞く、受け止める→自分の考えを深める・発展させる、意見を返

す→話合いになる」というような段階を踏むのではないかと考えた。各学年の実態等を見て、

どの段階にあたるのか明らかにした上で、各学年で年間を通して話合い活動に取り組んでいく

こととした。 

以上のことを「思考力・判断力・表現力」を引き出す授業づくりのポイントに沿って考え、

中学部では「コミュニケーション支援」、「話合い活動の工夫」の２つのポイントをメインに

取り上げて授業作りをしていくこととした。また、その周辺のポイントも関連が強いのではな

いかと話し合い、周辺のポイントも押さえて授業作りを行う必要があると考えた（図 59）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔図 59 中学部で押さえたい授業作りのポイント〕 
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□児児童童生生徒徒のの内内面面をを捉捉ええるる
実実態態把把握握

・興味・関心の丁寧な把握
・特性も含めた児童生徒の物事の捉え方や受け止
め方の把握
・複数の教師の視点による多角的な子どもの理解

□□ ねねららいいをを
明明 確確ににすするる
目目標標設設定定

□□児児童童生生徒徒のの内内
面面をを見見取取るる評評価価
基基準準のの設設定定

□□単単元元展展開開（（単単元元計計画画））のの工工夫夫
・「繰り返し」「発展」の効果的な設定
・本時の活動と次時の活動のつながりの必然化

□□活活動動内内容容のの工工夫夫
・児童生徒の興味・関心を生かした
活動内容
・じっくり考えたり、自分で決めたりする場
面の意図的な設定
・他者との関わる活動の設定

□□授授業業展展開開のの工工夫夫
・見通しがもちやすい
ような視覚支援
・主体的に取り組める
手順等の工夫

□□教教師師のの聴聴くく（（観観るる））姿姿勢勢
・発語がない児童生徒の行動や様子からの気持ちの読み取り
・丁寧な対話による気持ちやその変容の理解
・児童生徒を肯定的に捉え、ニーズに応じようとする姿勢

□□自自分分事事ととししててのの
めめああててのの設設定定
・目的意識や相手意
識をもてるような支援

□□活活動動時時間間のの保保障障
・充足感を得られるような活動時間
や量の保障
・試行錯誤や再チャレンジの保障

□□活活動動のの共共有有
・その時々の出来事や
気持ちを共有した上で、
コミュニケーションを図
るための遊びや作業、
制作等の活動の共有

□□話話合合いい活活動動のの工工夫夫
・友達と意見を出し合い
ながら、自分の考えが深
まるような支援

□□振振りり返返りりのの充充実実
・児童生徒が適切に学習を振り
返ることができるような支援
・自分の学びや成長に価値を感
じたり、友達と認め合ったりできる
ような支援

□□児児童童生生徒徒のの内内面面をを見見取取るる
評評価価
・途中経過や単元を通した変化を
含めた、児童生徒の発表・つぶや
き・行動・表情・作成物等の観察

□□ココミミュュニニケケーーシショョンン支支援援
・コミュニケーションマインドを育む成
功体験
・発信が確実になったり、手段の幅
が広がったりするようなICT機器の活
用も含めた支援

□□言言葉葉のの広広ががりりのの支支援援
・児童生徒の気持ちを表す
語彙を広げたり、内言語が豊
かになるような指導・支援

□□教教材材・・教教具具のの
工工夫夫
・考え方や道筋が整
理されたワークシート
等の工夫
・具体物を操作しな
がら考えることができ
るような教材・教具の
工夫
・一人一人の実態に
応じた「できる状況」
作り

伸ばしたい
「思考力、
判断力、表

現力」



 

 

今年度、中学部では年２回の研究授業を行うが、ここでは７月から８月にかけて実施した１

回目の中学部１年生での研究授業についてまとめる。 

 

アア  生生徒徒のの実実態態  

本学部の１年生には６名が在籍している。学校生活の中ではそれぞれが自分の方法で学級

の友達とかかわろうとする姿が見られ、お互いを思いやりながら穏やかに過ごすことができ

ており、友達関係は良好である。日常生活では、一斉指導の口頭指示で、指示内容を理解し

て取り組むことができる生徒もいるが、個別のスケジュールや手順書を活用している生徒も

いる。一斉指導であっても視覚的な支援が有効な生徒が多い。 

生徒のコミュニケーションの実態としては、教師を介して気持ちを伝えようとする生徒、

声をかけてもらうまで待つ生徒、急接近して気を引く生徒、身振りと気持ちカードを見せて

伝える生徒等さまざまな実態が見られる。相手の意図を組むことや基礎的な伝達の能力等そ

れぞれに困難さがあり、どの生徒にも支援が必要である。教師が仲介しながらの会話する場

面を設定したり、活動の終了報告や休憩の要求等コミュニケーションカードを提示して自分

の意見を伝える場面を設定したりして、人とコミュニケーションする経験を積んでいる。 

本学級では、これまでに自立した大人を目指そうと目標を立てて校内作業実習前後で掃除

等の学習に積極的に取り組むことができた。その中で、人の役に立つことに興味をもち、掃

除できれいになったこと等を賞賛されることを楽しみにする様子が見られた。また、本学級

の生徒は絵を描くことやアイロンビーズを作ること、紙をちぎること製作活動や素材に親し

むことが好きで、意欲をもって取り組む様子が見られる。 

研究授業に取り組むにあたって、まず、大まかに捉えていた本学級生徒のコミュニケーシ

ョンや話合い活動に関する実態について、もっと詳しく把握する必要があると考えた。そこ

で、令和５年度の第１グループの研究で用いられた「コミュニケーション実態把握リスト」

を使って実態を捉えることとした。その結果をもとに、本学級の生徒が自分の思いをもち、

表現し、相手の意見を聞いて受け止める活動に取り組めるよう、生活単元学習「中１工房で

みんなのために製品をつくろう！」を研究授業として計画した。 

今回、生徒γとδを対象に検討を深めていくこととした。 

対象生徒γは、学級の中でも自分の意見を述べることが多く、友達とかかわりながら楽し

く過ごすことができる一方、距離感が近すぎる等の様子がある。 
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「コミュニケーション実態把握リスト」から、生徒γは基礎的なコミュニケーション能力

を身に着けており、自分の気持ちをある程度まとめることができることが明確になった。ま

た、相手の気持ちを推測すること等は少し苦手であること、できる・できない等の自分の状

況の説明ができること等が分かった。以上のことより、様々な場で、自分の思いを整理し、

伝える活動が必要であること、学級の友達の意見を聞き、まとめたり自分の活動に活かした

りできるような場の設定が必要であること等が分かった（表 18）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象生徒δは、友達とかかわり、ふざけあいながら楽しく過ごす姿が学級でよく見られる。

「コミュニケーション実態把握リスト」から人間関係の形成、友達との協力等に強みがある

こと、コミュニケーションへの意欲は高く、環境を整えることで多くの力を発揮できること

がより明確になった。さらに、言語の活用等には課題があること、表出や理解を助ける支援

があることでより話合いに参加できること等が示され、友達とのかかわりの中で話合い活動

〔表 18 生徒γの「コミュニケーション実態把握リスト」結果（一部）〕 

〔表 19 生徒δの「コミュニケーション実態把握リスト」結果（一部）〕 
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を行う等本人の意欲を活かす場の設定が必要であること、見通しをもって発表等に取り組み、

自信をもつことでより成長があると考えられること等が分かった（表 19）。 

イイ  本本単単元元ににつついいてて  

本単元「中１工房でみんなのために製品をつくろう！」では、みんなのために役立つ製品

をつくるなかで、生徒が自分の役割を果たしたり学級の友達と協力したりしながら日々の準

備に取り組んで、できあがった製品を周囲の人やお世話になった人にお届けし、喜びや楽し

みを感じることができることをねらいとした。「お世話になっている級外の先生」「小学部の

１、２年生」のそれぞれにア

ンケートをとり、掃除道具と

おもちゃを作ることとなっ

た（図 60）。 

はじめに試作品を作り、改

善のための話し合い活動を

設定した。話合い活動では製

作したモップやブロック等

の具体物を自分で使って操作

してから、伝えることを考えることで、話合い活動の助けとなるのではないかと考えた。ま

た活動の流れを明確にして、繰り返すことで安心して活動に参加することができるのではな

いかと考え、「掃除道具の試作→話合いⅠ→改善」「おもちゃの試作→話合いⅡ→改善」と２

回のサイクルを設けて単元を計画した。このように、掃除道具製作とおもちゃ製作の２回の

サイクルで単元を展開するようにしたことは、「思考力・判断力・表現力」を引き出す授業作

りのポイントの単元展開の工夫に当たると考える。 

  【単元目標・評価基準】ア知識及び技能 イ思考力、判断力、表現力等 ウ学びに向かう力人間性等 

各教科等 単元目標 単元の評価基準（学部・段階） 

 

国
語
科 

 
 

 

聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と 

ア アンケート作成や製品改善の

ための話し合い活動で発表し

たり、話を聞いたりすることが

できる。 

〇話し合い活動における話し方、聞き方が分かり適切な受け答

えをしている。（中１） 

〇自分なりの伝え方を選択して、学級の友達に向けて発表して

いる。（小３） 

〇自分の思いを単語や動作で教師に伝えている。（小２） 

イ 自分の意見を相手に伝えた

り、学級の友達の話を興味や

関心を持って聞き、話の内容

をだいたい理解し、自分の考

えを広げたり深めたりするこ

とができる。 

〇学級の友達の話を聞き、話の内容をだいたい理解し、自分の

意見を広げたり深めたりする。（中１） 

〇学級の友達の話を聞き、話の内容をだいたい理解して、それ

に対して返事をしている。（小３） 

〇学級の友達の話す様子に関心を持ち、話を聞こうとしている。

（小２） 

〔図 60 単元構想図〕 
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①製品をつくる！ ②日々の準備に取り組む！ ③製品をお届け！ ④喜びや楽しみを感じる！

伝えたいことを
発信する力

様々な方法で
コミュニケー
ションをとる力

自分の考えと
他者の考えを
見比べる力

〇製作の中で具体物を操作しながら活動することで、話し合い活動の助けとなる。
〇活動の流れを明確にすることで、安心して活動に参加することができる。



 

 

【単元計画】 

次 活動概要 学習内容 

１ 導入 ○オリエンテーション 

○アンケート作り・実施 

２ 掃除道具製作 ○製品作り（試作） 

○チェック 

○改善に向けた話合いⅠ 

○改善作業 

３ 小学部さんへお

もちゃ制作 

○製品作り（試作） 

○チェック 

○改善に向けた話合いⅡ 

○改善作業 

４ まとめ ○製品の仕上げ 

○製品の納品 

○振り返り 

  

ウ 意欲をもって学級の友達とかか

わったり、意見を伝えることを楽

しんだりすることができる。 

〇積極的に学級の友達とかかわり、話し合ったり、自分の意見を伝

えたりしている。（小２～中１） 

 

職
業
科 

 

働
く
こ
と
の
意
義 

 
 

生
活
科 

役
割 

ア みんなに役立つための製品の

制作を通して、働くことの大切さ

や目的を知ることができる。 

〇みんなのため役立つ製品の制作を通して、働く大切さを知る。

（中１） 

〇相手からの謝意を期待して学級の友達と一緒に製品の製作に進

んで取り組んでいる。（小３） 

〇教師と一緒に製品の製作に進んで取り組んでいる。（小２） 

イ 学級で協力して道具を制作し、

自己の役割に気づき、製品をよ

り良いものにするために工夫す

ることができる。 

〇学級で協力して製品を製作したり、改善の方法を考えて、よりよい

製品を作ろうと試行錯誤したりしている。（中１） 

〇学級で協力して製品を制作したり、材料や作り方を工夫して製作

したりしている。（小３） 

〇材料等を自分で選んで、学級の友達と一緒に製作に取り組んで

いる。（小２） 

ウ 進んで制作に取り組むことがで

きる。 

〇よりよい製品づくりのために責任感をもって製作に取り組んでい

る。（中１） 

〇進んで製作に取り組んだり、相手に製品を届けたりすることができ

る。（小３） 

〇楽しく製作に取り組んだり、相手に製品を届けたりすることができ

る。（小２） 
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ウウ  話話合合いい活活動動及及びび改改善善作作業業ににつついいてて  

中学部の授業研究の中心に掃除道具とおもちゃの改善に向けた話合いと、話合いを基にし

た改善作業を位置付け、「思考力、判断力、表現力」を引き出す授業作りのポイントと照らし

合わせながら、手立てについて検討を行った。まず、話合い活動及び改善作業の目標を設定

した。 

  なお、この活動は単元の中では特に「思考力、判断力、表現力」の育成に着目して授業を

行っていくことするため、「思考力、判断力、表現力等」の目標を設定する。 

  【話し合い活動及び改善作業の目標】 

教科 学部・段階 目標 対象 

国語科 中学部１段階 話合い活動のなかで、自分の意見を伝えたり、学級の友達の意見を

聞いて自分の考えを広めたり、理解を深めたりすることができる。 

生徒γ 

小学部３段階 自分の考えを整理して、話合い活動のなかで、自分の意見を伝える

ことができる。 

生徒δ 

小学部２段階 話合いに参加し、自分の思いを伝えることができる。  

職業科 中学部１段階 話合いを受けて製品をよりよいものにしようと工夫することができ

る。 

生徒γ 

生活科 小学部３段階 製品をよりよいものにしようと工夫することができる。 生徒δ 

小学部２段階 自分なりに製品をよりよいものにしようとすることができる。  

   以上の目標が達成されるように、授業作りのポイントに沿った手立てを以下のようにとっ

ていくこととした。 

 

□コミュニケーション支援 

・コミュニケーションマインドを育む成功体験 

・発信が確実になったり、手段の幅が広がったりするようなＩＣＴ機器の活用も含めた支援 

・自分の伝えたいことが明確にイメージできるように、実際に自分の試作品を使ってみる活動

を取り入れる。 

・自信をもって発表に取り組むことができるようにＶＯＣＡやコミュニケーションカード等の

ツールを準備する。 

・友達の発表に対し、反応しやすいように「「いいねカード」」と「もっとおしえてカード」を

作成する。 

 

□話し合い活動の工夫 

・友達と意見を出し合いながら、自分の考えが深まるような支援 
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・単元の進め方の工夫として、まず意欲をもって取り組むことができるよう、製作してプレゼ

ントする相手やアンケートをもとに製作するもの等、自分たちで話し合いながら決めてい

く。 

・自分の製品や友達の製品について考える手助けとなるよう、自分で製品の品質等を整理する

ためのチェックシートを準備する。 

・自然と話合いやコミュニケーションがうまれるよう、製作の材料について、種類や数を工夫

する。 

 

  

エエ  指指導導のの実実際際  

まず、掃除道具の改善に向けた話し合い活動Ⅰ及び

改善作業に取り組んだ。話合い活動に入る前に、自分の

試作品を使って、実際に掃除を行ってみる活動に取り組

んだ。その後チェックシートにチェックする時間を設け

たところ、安易に◎にチェックを入れるのではなく、項

目の内容をよく考えてチェックする姿が見られた（図

61）。その中で、自分の作ったものをどんなふう

に改善したいかの思いをもつことができた。 

次に自分のチェックシートを基に話合い活動

に取り組んだ。チェックシートを電子黒板に提

示しながら発表することができた生徒もいた

が、緊張してなかなか自信をもって発表するこ

とができなかったり、自分の発表に気を取られ

過ぎて、友達の意見を聞く事が難しい様子が見ら

れたりした（図 62）。また、「「いいねカード」と

「もっとおしえてカード」が手元にあっても、友達の発表を聞いてからどのように出せば良

いのか分からないようだった。結果として、双方向のやりとりとなる話合い活動とはならな

かった。最後の改善作業では、はじめは一人一人がそれぞれで取り組んでいたものの、だん

だんと友達同士でやりとりし教え合いながら進める様子が見られるようになった。友達の困

っていることを改善するために、用意した複数の材料の中から良いものを選んで教えようと

する生徒もいた。 

〔図 61 生徒δのチェックシート〕 

〔図 62 緊張して友達の発表が聞けな

い様子〕 
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掃除道具の改善に向けた話合い活動Ⅰからは、まず生徒が自信をもって発表できるような

支援を行う必要があることが分かった。さらに、教師が生徒の意図をうまく汲み取りながら、

話合い活動が活発になるような支援を行う必要があることも分かった。本研究授業では、生

徒が発表しても、全体で共有したりする様子は見られず、「いいねカード」等を有効に使用で

きなかったという反省点が挙げられた。以上のことについての改善策について検討を行った。 

検討の結果「おもちゃ改善に向けた話合い活動Ⅱ及び改善作業」の研究授業では、以下の

５点をメインに手立てをとることにした。 

具体的には以下のような授業の流れとした。 

① 

生徒が発表の流れを理解しやすくするとともに、教員が生徒の意見を拾いまと

める手伝いをしやすくなるように、３時間目の全体での話合いの前に２時間目

に小人数グループでの話合いの場を設ける 

② 
話し合いの進め方をプリントにまとめて提示し（図 63）、少人数グループでの

話合いでは、まず教師が同じチェックシートを使っての発表の手本を見せる。 

③ 
「いいねカード」・「もっとおしえてカード」を出すタイミングを伝え、少人数グル

ープで出す練習を行う。 

④ 
全体で生徒の意見を共有ができるように、生徒の発表の後に教師が具体物

（おもちゃ）を示しながら生徒の意見を補足する。 

⑤ 
「いいねカード」を上げるタイミングが分かり、どの生徒も安心してカードを上げ

ることができるように教師が合図を出す。 

活動内容 指導・支援 

○本時の流れを知り、 

めあてを確認する。 

○学校のために自分たちで製作を行うことを意識できるように掃除道具製作で褒め

られたこと等を共有する。 

○製作したおもちゃを振り返

る。 

①おもちゃで遊んでみる。 

②チェックシートを記入する。 

○製作したおもちゃについて、どんな風に遊べるか、数や手触りはどうか等尋ねる。 

○製作したおもちゃを確認する視点を示す。・色はきれいにぬっているか ・小学部

１、２年生の好きな色は入っているか ・数は十分か 等 

○おもちゃの工夫について

話し合う。 

・生徒３人＋教師１人グルー

プで話し合う。 

 

〇話し合いの仕方を示し、教師がロールプレイを行う。 

○発表したことに対してなぜそう思ったのか聞いてみる。 

○積極的に発言できる雰囲気をつくるため、発言に対して肯定していることが伝わる

言葉かけをする。 

○コミュニケーションカードや VOCA を使い、発表の準備をしたりする。 

  

〔図 63 話合いの進め方〕 
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今回の授業を通し、対象生徒にどのような変化があったか確認した。まず、小集団での話

し合い活動では、生徒が発表の流れを確認し、教師が生徒の意見を一緒にまとめる時間を設

けたことで、「いいねカード」を生徒がよく上げることができるようになった。自分の発表に

対しカード等での応答があることが分かり、自分が発表した後に「反応どうだろ？」と言う

姿が見られた。反応をもらうことが嬉しいことと感じることから、今後相手にも反応を返そ

うという気持ちに繋がっているようだった。 

「小集団で発表する・相手の話を聞く→カードをあげて応答

する」流れができると、学級全体での話し合い活動では自信を

もって発表できる（図 64）だけではなく、「もっとおしえてカー

ド」を上げて、質問する生徒も現れ、「発表する→反応や質

問をもらう→それに答える」という話し合いの第一歩のよ

うな場面も生まれた（図 65）。 

小集団で発表する練習を行う中で、教師と確認しながら自

分の意見を整理する準備を行ったことで自信をもって伝える

姿が見られた。小集団で練習を行ったことで、自信と安心感

をもって伝えることができたと考える。 

オオ  対対象象生生徒徒のの様様子子とと評評価価ににつついいてて  

ここからは対象生徒の様子と評価についてまとめる。 

【生徒γ】 

生徒γは掃除道具改善に向けた話合い活動Ⅰでは自分のチェックシートをもとに発表する

ことができたが、チェックシートの自由記述の気付きには何も記載がなかった。話合い活動

では、友達からのアドバイスも出ていたが、その場では受け止めていない様子だった。改善

作業の中で、友達に教えてもらって補強することができた。 

○学級でおもちゃの感想や工夫

について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

○製作制作を行う。 

 

○確認する視点に対してどうだったか問いかける。 

○意見を共有したり、コミュニケーションカードや VOCA を準備したりする。 

○出た意見をホワイトボードに記入する。 

〇意見を出すことが難しい場合は、これまでしてきたことに「いいねカード」、「もっと

おしえてカード」を出す等の意見の表出の仕方を準備する。 

○積極的に発言できる雰囲気をつくるため、発言に対して肯定していることが伝わる

言葉かけをする。 

〇発表に対してどう反応したらよいか教師が手本を示しながら活動するようにする。 

○製作の中で、必要な場合には教師がサポートややりとりの仲介を行う。 

○スムーズに製作できるよう、道具や材料を種類ごとに分けて準備しておく。 

○うまくいってない時は助言する。場合によっては手伝う。 

○次時の見通しをもつ ○次時に製作の続きを行い、実際に届けることを視覚的に伝える。 

〔図 65 学級全体での話合いの様子〕 

〔図 64 ICT 機器を使った発表〕 
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おもちゃ改善に向けた話合い活動Ⅱでは、チェックシートに

小学部の好きなキャラクターが足りないことを記載する等、話

合いの進め方に慣れて、伝えたいことをしっかり考える様子が

見られた。少人数での話合いの場をもつことで、自分の考えを

整理しながら意見を伝え、友達の意見に注意を向ける様子が見

られた。話し合った結果をもとに、小学部の児童の好みの色等

を確認しながら製作に取り組むことができた（図 66）。話合い

活動および改善作業の個人目標の評価は、友達の意見を聞いて受け止めることはできたが、

自分の考えを深めるまでには至らなかったため、国語科については△と評価した。話し合っ

た内容を改善に活かすことができた点で、職業科は○と評価した。    

【生徒δ】 

生徒δに対しては発表を支援するツールとしてドロップタップ等のアプリケーション、画

面を押すことで評価を選ぶことができるパワーポイント等を準備した。話合い活動Ⅰの掃除

道具の評価の時にはチェックシートを自分で悩みながらつけていき、「これちがう」「これそ

う」等自分の意見を確認したり、教師にチェックシートを使って説明したりする様子もあっ

たが、全体での話合いでは緊張して取り組むことができなかった。発表への見通しの立たな

さから自信がなく、下を向いて友達の発表を聞くことができな

い様子があった。 

そのため、話合い活動Ⅱでは少人数で話し合い練習をした。発

表の流れが分かり見通しをもったため、学級全体での話し合い

で、自分から友達の意見に「いいねカード」を出して反応し、言

葉をかける等楽しみながら参加する様子が見られた（図 67）。話

合い活動及び改善作業の目標の評価は、国語科、生活科どちらも

○達成できたと評価した。 

カカ  本本取取りり組組みみのの成成果果とと課課題題  

 【成果】 

中学部の研究を進める中で、「自分の思いをもつ→表現する→相手の意見を聞く、受け止

める→自分の考えを深める・発展させる、意見を返す→話合いになる」という「話し合い活

動」の段階のイメージを中学部内で共有できたことは、各学年の実態を把握する上で有効で

あったと考える。 

この研究授業では、中学部１年生の実態を踏まえ、「自分の思いをもつ」、「表現する」、

「相手の意見を聞く、受け止める」の段階を中心に手立てを考えた。具体物を操作しながら

考える活動を取り入れたり、考える視点となるようなチェックシートを用意したりしたこと

は、生徒が「自分の思いをもつ」ために役立てることができたと考える。小集団の中で話合い

の流れを確認したり発表練習を行ったりしたことで、学級全体でも自信をもって発表するこ

〔図 66 色を確認する様子〕 

〔図 67 小集団でカード

を出す様子〕 
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とができたが、生徒が自分の思いを伝えるには、生徒が安心感と自信をもつことができると

いうことが大切であることを、再確認することができた。 

「相手の意見を聞く、受け止める」ことをねらって、「いいねカード」・「もっとおしえて

カード」を準備し、話合いの流れの中でカードを上げるタイミングを視覚的に示した。また、

教師がカードを上げる合図を出すようにした。このカードを出すことは、生徒が自分の気持

ちを出すことへの心理的なハードルを下げることにつながった。また、生徒に聞き手として

の意識をもたせることにもなったと考える。相手の意見をしっかり聞いた上で、「いいねカ

ード」を出すことができるようになった。話合い活動を充実させる上で、聞き手としての力

を育成していくことも重要であることが分かった。 

【課題】 

生徒γは話合い活動の目標を、「話合い活動の中で学級の友達の意見を聞いて自分の考えを

広めたり深めたりすることができる」と設定したが、話合い活動の中では自分の意見を述べ

るだけにとどまった。話合いの経験を積むことで、相手の意見を受け止めることができるよ

うになってはきたが、まだ、相手の意見を聞き質問のカードを使ってさらに知ろうとしたり、

自分の考えを深めようとしたりする姿までは見られなかった。目標を達成するためにチェッ

クシートの事前記入や少人数での話合い等の手立てだけでは不十分であったと考える。今後、

話合い活動の中で、より自分の意見を顧みることができるような手立てや、相手の意見を聞

いて、そこから考えを変容させたりする手立ての検討を行っていきたい。 

また、発語が難しい生徒が思いを表現するための手段の拡充を、ＩＣＴ機器の活用も含め

て今後も目指していくとともに、行動や様子から思考や判断を読み取る段階にある生徒につ

いても、的確に読み取ることができるように工夫していきたいと考える。 

【第２回研究授業及への展望】 

中学部第２回研究授業を中学部３年生の生活単元学習で行う予定である。第２回研究授業

では第１回研究授業の成果と課題を踏まえ、次の２点を取り入れた授業作りを行うこととし

た。１点目は、各学級の実態に応じてペア活動や少人数での話合いを取り入れることである。

その際、座席のレイアウトや、グルーピング等の工夫をして会話がしやすい環境作りを行う。

２点目は、生徒が思考する手立てとして、考える内容や観点を示したチェックシートを用意

したり、話合いの手順やルール等の視覚的支援を行ったりすることである。現在、すでにこ

のような手立てをとりながら、学習活動全般において朝の会や昼休み等少しの時間でも話し

合う機会を作り、経験を積んでいっている。 

また、中学部３年生の生徒の実態を踏まえると、生徒の強みに応じた役割の設定が有効で

あると考える。司会や記録等の役割を通して主体的、意欲的に話合い活動に取り組めるよう

にしたい。 
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